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2022 January医療連携室ニュース「みずき」

地域医療への貢献を第一の目標に
診療科横断的な体制で臨んでまいります

　謹んで新年のご挨拶を申し上げます。

　2021年4月1日に大阪医科大学と大阪薬科大学が統合したことにより、本院は大阪医科薬科大学病院

になり、初めてのお正月を迎えます。2021年は新型コロナウイルス感染症に終始した一年となりました。

本院では職員全体の98％がワクチン接種を完了しており、クラスターを発生させることなく感染防止対策

に万全を尽くしておりますので安心してご紹介ください。

　2027年に迎える大阪医科大学創立100周年記念事業、病院新本館建築は「超スマート医療を推進する

大学病院」を基本方針に掲げて病院新本館A棟の工事が順調に進行しており、2022年7月に開院予定です。

なお、病院新本館A棟開院に向けた移転作業のため2022年6月18日（土）と7月2日（土）は休診いたし

ますのでご注意ください。ご不便をお掛けいたしますが、ご理解とご協力をお願いいたします。

　本年も皆さまの窓口になる「広域医療連携センター」を何卒よろしくお願い申し上げます。

2022年頭のご挨拶

病院長
広域医療連携センター

センター長

南　敏明
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道（air way）は呼吸を通して様々なアレルゲンにさ
らされます。このため、上気道ではアレルギー性鼻

炎や慢性副鼻腔炎、下気道では気管支喘息やアレルギー性
気管支肺アスペルギルス症といったアレルギー性疾患が生
じます。本院では上気道のアレルギー疾患は耳鼻咽喉科
が、下気道のアレルギー疾患は呼吸器内科がそれぞれ担当
しています。しかし、上気道の疾患と下気道の疾患は互いに
影響を及ぼしあうため、双方に対して同時に治療を行う必要
があります。
2019年より呼吸器内科と耳鼻咽喉科は“one airway 
one disease”の考えに基づき、合同カンファレンスを開催
し連携をとりながら気道に生じるアレルギー疾患の治療を
行ってまいりました。この度アレルギーセンターの「気道
チーム」が立ち上がり、呼吸器内科と耳鼻咽喉科のメンバー
が参加することとなりました。より密な連携をとり、気道アレ
ルギーの診療レベルを高め、三島医療圏のアレルギー診療
に貢献したいと考えております。
また治療だけでなく、地域にお住いの方々を対象とした公
開講座や、吸入指導を通したアレルギー疾患についての知
識の普及や、アレルギー疾患対策基本法が求める「患者さ
んを中心とした医療連携ネットワークサークル」構築にあた
り、近隣の医療機関や診療所、薬局等との連携において中
心的な役割を果たせるよう邁進していく所存です。

レルギー体質のあるお子さんが、次から次へといく
つかのアレルギー疾患を発症していく現象を「アレ

ルギーマーチ」と呼びます。このマーチはアトピー性皮膚
炎、食物アレルギー、気管支喘息、アレルギー性鼻炎・結膜炎
へとつながっていきますが、早い段階で介入しておけば、こ
のアレルギーマーチを予防できる可能性が高まります。
小児においても、アレルギー性疾患は、年々増加傾向にあ
り、重症化した場合は、本人および家族のQOLは大きく低下
するため、早期の適切な治療が必要です。
アレルギーセンターの小児チームは、中学生までのお子さ
んを対象に、小児の総合アレルギー診療医として、ガイドラ
インに基づいた診療を行います。主に小児科医が担当しま
すが、より専門的な診察、治療介入が必要な場合はアレル
ギーセンター各科と連携し、総合的かつ包括的に診療を行
います。センター化によって成人期への移行期医療の提供
も、円滑に進められる可能性が広がりました。
またご家族以外にも、近隣の保育所、幼稚園、小中学校職員を
対象とした講演会を積極的に行い、アレルギー疾患に対する
指導や啓発活動にも力を入れていきたいと考えています。
アレルギー疾患でお困りのお子さんがいましたら、是非ご紹
介ください。
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皆様
この度、アレルギーセンターを開設いたしました。センター長の寺田哲也と申します。
地域医療へ貢献を1番の目標としたアレルギーセンターの運営を目指し、職員一同頑張ってまいりますのでどうぞよろしく
お願い申し上げます。
アレルギー疾患は複数の疾患を同時に持つことが多く、また幅広い年齢層に渡るため、単独の診療科ではなく多診療科、多職種
連携に基づく総合的な診療が求められています。センターを開設することで、アレルギー疾患患者の診療情報を共有し、各診
療科での診察、検査をスムースに行える体制を整えてまいります。具体的には水曜日の午後に各科のアレルギー専門医の診察
をセンター枠として設け、診療科横断的検査および治療を集約することにいたしました。呼吸器内科、小児科、耳鼻咽喉科、
皮膚科、眼科の各診療科のアレルギーを専門とする医師、看護師、薬剤師、栄養士、臨床検査技師からなる専門医療集団です
が、「気道チーム」、「小児チーム」、「皮膚感覚器チーム」の３つのチーム編成で対応いたします。
また、市民の方を対象としての講習会を充実させたいと思っています。喘息患者に対する吸入指導や、食物アレルギー患者へ
の栄養指導からアナフィラキシーに対するエピペン講習会など、座学のみならず実習形式の講習会を企画し、地域医療を担う
先生方と住民の皆様とでアレルギー疾患に対する対応を学んでいきたいと思います。
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日本アレルギー学会指導医、日本耳鼻咽喉科頭頸部外科学会専門医、

日本癌治療学会専門医

米国カリフォルニア大学ロサンゼルス校留学

専門は鼻アレルギー、鼻副鼻腔疾患、頭頸部腫瘍を含めた感覚器すべてに携わる

趣味は、テニス、登山、マラソン、ゴルフ、そして犬と遊ぶこと

アレルギーセンター 副センター長
呼吸器内科・呼吸器腫瘍内科 科長
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池田  宗一郎

日本アレルギー学会専門医、日本内科学会指導医、日本呼吸器学会指導医、

日本呼吸器内視鏡学会指導医、JBCＴがん治療認定医、

日本結核・非結核性抗酸菌学会認定医

専門はアレルギー性肺疾患から睡眠呼吸障害まで呼吸器全般に携わる

趣味はポタリング（琵琶湖をママチャリで1周した事がある）、読書、映画鑑賞
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膚感覚器チームは、重症のアトピー性皮膚炎や難治性の慢性蕁麻疹、重症薬疹お
よび接触皮膚炎などの皮膚アレルギー疾患や、難治性のアレルギー性鼻炎や再発

を繰り返す好酸球性副鼻腔炎、重症アレルギー性結膜疾患などを主な対象にします。聴覚・
味覚・嗅覚などの五感に関わる耳鼻咽喉科領域のアレルギー疾患に加え、全身疾患に関連
した多彩なアレルギー症状・疾患に対して各診療科単位でなく、アレルギーセンター内での
密な連携による横断的診療形態の構築を行い、多様な治療選択肢をご提示したいと思います。
また、院内の診療体制だけでなく、近隣の医療機関や診療所、薬局等とも連携を密にとり、三島
医療圏のアレルギー診療レベルの向上に寄与できるよう、精進してまいります。
実習を含めた市民公開講座などを通し、アレルギー疾患とその治療法やセルフケアの実践
方法などを市民の皆さんと共有し、三島医療圏のアレルギー診療に貢献してまいりたいと
考えております。どうぞ宜しくお願いいたします。
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 「2021年度 大阪医科薬科大学病院連携病院長会総会」開催報告

● 医療連携室「FAX紹介申込書」受付時間
平日／8：30～20：00　土曜日／8：30～12：00
※第2・第4土曜日は休診です。

※FAX受信は24時間可能（休診時も含む）。

　但し受付時間以外の受信については翌診療日以降の対応となります。

送信先 FAX 072-684-6339

〒569-8686　大阪府高槻市大学町2-7
● TEL.072-683-1221（大代表）内線2308
● TEL.072-684-6338（医療連携室直通）

大阪医科薬科大学病院 広域医療連携センター 医療連携室

本院専用のFAX紹介申込書及び封筒をご用意しております。
ご利用の場合は、電話またはFAXにてご請求ください 

医 療 連 携 室 ご 利 用 の ご 案 内

医 療 連 携 室 か ら の お 知 ら せ

編 集 後 記

今年は六十干支では「壬寅」の年にあたります。「壬」は「妊に通じ、陽気を下に姙

（はら）む」、「寅」は「螾に通じ、春の草木が生ずる」という意味があるそうです。

そのため「壬寅」は厳しい冬を越えて、芽吹き始め、新しい成長の礎となるイメージ

です。今年は7月にいよいよ新本館A棟が開設されます。本年が、新しい成長の年と

なりますように。（K.T.）

2021年11月18日（木）大阪新阪急ホテルにて、2年ぶりとなる「大阪医科薬科大学病院連携病院長会総会」を開催しました。

院外から70施設77名、院内72名、計149名と多くのご参加をいただきました。当日の講演の一部を病院ホームページにて

公開しております。

公開期間:２０２１年１１月２９日（月）～２０２２年５月３１日（火）

病院ホームページトップ　→　 医療機関の方へ　→　「2021年度　大阪医科薬科大学病院連携病院長会総会」講演会

一般・消化器・小児外科

科長 田中 慶太朗
眼科

科長 喜田 照代
QRはこちら

03:07 02:19

QRはこちら

QRはこちら

07:23 12:05

QRはこちら

循環器センター
センター長　
星賀　正明

アレルギーセンター
センター長　
寺田　哲也

“木”道チーム！
き   どう

新任科長挨拶 新任科長挨拶
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